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No 質問 回答 

1  過去の事業報告書の閲覧は可能

か。 

 過去の事業報告は、共同研究相手方の内部情報や個

人名を多く含むため非公表としている。 

2  5 課題の「コア会議（年 3 回）」

および「月 1 回の個別ミーティン

グ」は、対面・オンラインのどち

らを想定しているか。また開催場

所はどちらになるか。 

 コア会議（年 3 回）および月 1回の個別ミーティン

グについては、基本的にオンラインで実施する。ただ

し、共同研究開発の重要な局面においては、農業総合

試験場（以下、「農総試」という。）等にて対面で実施

する場合もあるので、その場合は可能な限り対面で参

加して頂きたい。 

3 5 課題それぞれの「農総試担当

研究員」は既に決定しているか。

受託者が農総試との窓口として直

接連絡調整を行うことはあるか。 

 5 課題全てに農総試の担当研究員が配置されてお

り、共同研究開発の相手方スタートアップ等と直接連

絡調整を行っているため、受託者が農総試側との窓口

としてスタートアップ等と直接連絡調整をすることは

ない。 

4 「技術提案延べ 50 件以上」につ

いて、1法人が複数テーマへ提案

した場合は「延べ」でカウントさ

れるか。また、1 法人 1テーマが

基本か。 

「延べ」でカウントする。１法人から複数のテーマ

へ技術提案することを認めているが、プロジェクト

2026 選定時は同一提案者からの応募は最大 5件とし

ていた。 

5  過去の技術提案募集（2022 年

度・プロジェクト 2026 選定時）に

おいて、応募件数は何件だった

か。また、その際の周知方法・チ

ャネルを教えてほしい。 

過去の応募件数について、2022 年度は 79 者から延

べ 143 件、2025 年度は 42 者から延べ 51件の応募が

あった。周知方法として、県においては知事会見やプ

レスリリースによる情報発信を実施した。また、受託

者は自社のリソースを活かしたメーリングリスト配信

や個別の案内等を通じて、関係するスタートアップ等

や農業関連団体へ情報提供を実施した。 

6  「3 次審査（共同ピッチ）」の運

営はどのような形式（場所・時

間・評価者等）を想定している

か。 

 2025 年度の第３次審査では、第２次審査を通過し

た提案者と農総試担当者が共同で作成したプレゼンテ

ーション資料を基に、説明 10 分、質疑 7分の形式で

審査員に対する共同ピッチを実施した。 

半日で 10者の審査を実施したが、やや過密であっ

たため、2026 年度は審査時間を延長することを検討

したい。 

審査員は、愛知県職員が務めた。 

審査会場については、愛知県庁内の会議室を想定し

ているが、変更しても差し支えない。 
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7  予備試験費（1 社最大 100 万円

×5 社程度）の精算方法として、

領収書等の原本提出が必要か。ま

た、支払いは前払い・後払いのど

ちらになるか。 

予備試験の証憑書類は写本で構わない。また、予備

試験における経費の支払いは、原則として精算払い

（後払い）とする。 

8  あいち農業イノベーションサミ

ット（150 名・2月・STATION Ai）

について、STATION Ai の会場手配

（申込・費用）は受託者が行うの

か。また過去サミットの運営実績

資料は提供いただけるか。 

 会場手配は受託者が実施する。金額の詳細は、

STATION Ai の WEB ページを確認されたい。 

【STATION Ai レンタルスペースについて】

https://stationai.co.jp/rentalspace 

2024 年度に開催した「サミット 2025」は 165 名、

2025 年度開催の「サミット 2026」は 181 名が参加し

た（県関係者及び事務局は除く）。運営実績資料は提

供できないが、「サミット 2025」の様子は、あいち農

業イノベーションプロジェクト WEB ページ

（https://aichi-agri.jp/report）で確認できる。 

9  AGTS 農業展への出展は 2027 年

開催分（2026 年度契約期間内）を

指すか。出展費用の申込・支払い

は受託者が行うのか。 

 AGTS 農業展は 2026 年 6 月 23 日（火）〜25 日

（木）開催の「AGTS 農業展 in 愛知」を指す。出展

の申込及び経費の支払いは受託者が行う。 

なお、2026 年度中に AGTS 農業展は群馬でも開催さ

れるが、本件の対象には含まれない。 

10  既存 WEB サイト（aichi-

agri.jp）を新規整備するか、既存

サイトを継続利用するかは受託者

が提案できるのか。また、現在の

更新権限・システム仕様はどのよ

うなものか。 

 既存の WEB ページは、2026 年度委託業務受託者が

再委託により作成したものであり、更新権限及びシス

テム仕様は当該受託者が管理している。そのため、受

託者が変更となった場合は、新規整備を想定してい

る。一方で既存 WEB ページの著作権については県が有

しているため、サーバー利用料等の必要経費を上記の

再委託先に支払えば継続利用も可能。 

11  本業務において、外部の農業専

門家・弁理士・WEB 制作業者等へ

の再委託（業務の一部外注）は可

能か。可能な場合、再委託先の事

前承認は必要か。 

 業務の一部について再委託が可能である。事前の承

認は必須ではないが、契約書案の第２条を確認の上、

農業イノベーション推進室にあらかじめ相談し、承認

を得ることが望ましい。 

 なお、委託業務の一部を第三者に委託する予定のあ

る場合は、企画提案時にその旨を説明すること。 

12 AgVenture Lab を「協力機関と

して業務を実施すること」とある

が、具体的に求める関与内容（会

議出席・技術提案の周知・共同ピ

ッチへの参加等）を教えてほし

い。 

県と AgVenture Lab の包括連携協定に記載のある、

(1)スタートアップ等との連携に関すること、(2)オー

プンイノベーション体制の構築に関すること、(3)イ

ノベーションを創出する人材の育成や交流に関するこ

とを踏まえ、本業務を協力して実施いただきたい。 

2025 年度は、応募のあった技術提案に対する意見

https://stationai.co.jp/rentalspace
https://aichi-agri.jp/report
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提供、共同ピッチ（第３次審査）へのオブザーバー参

加、あいち農業イノベーションサミットにおけるトー

クセッションのファシリテーターなど、様々な協力を

頂いた。協力して実施する内容については AgVenture 

Lab と十分調整すること。 

13  「令和 8・9 年度入札参加資格者

名簿」について、現在申請中の場

合、契約締結時までに登録が見込

まれれば応募可能との理解でよい

か。また、申請の審査期間の目安

を教えてほしい。 

県の「令和 8・9年度入札参加資格者名簿」の登載

については、最も早くて 2026 年 4 月 1日の登録とな

る。そのため、現時点（2026 年 3月 12 日時点）にお

いて申請中であれば、登録見込みとして応募可能とす

る。なお、県の「令和 8・9 年度入札参加資格者名

簿」の登載については、2026 年 2月 16 日まで実施さ

れた「定時受付」にて申請を行っていれば、4月 1 日

付けで名簿に登載される予定。詳細については下記

WEB ページの申請要領等を参照のこと。 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chotatsu/shi

nsei0809.html 

14 支援先への補助の仕方について、

これまでのオペレーションやルー

ルがあれば教えてほしい。 

 共同研究開発の相手方スタートアップ等に対する支

援について、定型的なオペレーションのルールはない

が、委託仕様書「４業務内容」「（２）ア プロジェク

ト 2026 の各課題への個別支援」に記載したコア会議

や個別ミーティングに出席し、支援先の要望を聞き取

り、県と相談の上必要な支援措置を随時講じて頂きた

い。 

 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chotatsu/shi

